
平成３１年度（令和元年度） 研究テーマ 学力向上検討委員会構成

学力向上推進員 委員 校長 池本 一彦

①「互いの人権を尊重し，共に学び自ら高めるたくましい児童の育成」 教頭 秦 啓子
～自ら考え，互いの思いを伝え合い，学ぶ活動を通して～ 教諭 教諭 低学年代表（外国語主任） 四宮由美子 校長

②「学校と家庭の連携による家庭学習習慣の確立」 新見 佳代 教諭 髙学年代表（研修主任） 伊賀夕希子
教諭 中学年代表（教務主任） 新見 佳代 池本 一彦 印

（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 取組状況 達成状況

児童の漢字・計算・視写・音読などの ①漢字や計算などの基礎的・基本的な知識・技能を確実に 漢字や計算において学力テストで７０％以 ・漢字・計算の反復 ・朝の活動では漢字・視写・計算のドリル学習を行い，授業でも小テストや 漢字や計算において学力テストで７０％以上の到達率が下
よ 基礎学力向上をめざし全校で取り組んだ 身に付けることができる。 上の到達率達成した児童の割合を，下学年 練習を継続し，確認 ワークシートを工夫して知識・技能の習得に努めている。 学年９５．５％，上学年８３．９％で，下学年・上学年共指標

結果，漢字の読み書きや計算などの基 ②文章を読んだり，書いたりできる。 ９０％以上，上学年８５％以上にする。 テストも定期的に行 ・作文指導を通して，文法，文の構成等の定着を図っている。語彙力を高 をほぼ達成できた。また，基礎的計算力は定着しつつある
さ 礎学力はある程度の定着が見られる。 う。指導の仕方も学 めるために辞書をひく機会を増やしている。家庭学習に音読をしている。 が，漢字等の基礎的知識の定着は，個人差が大きい。

習意欲が高まるよう
具体的方策（教員の取組） 取組指標 に工夫する。 評価 次年度における改善事項

語彙数が少なく，文章を読むこと・書く ・習熟の個人差に対
課 ことを苦手とする児童が見られる。 ①漢字・視写・計算のドリル学習を，授業中や朝の時間を活 ①単元ごとに確認テストを行う。 応するために，個別 ・効果的な漢字・計算の指導方法について話し合い，ドリル学習などで反復練習することで基礎学力をつけていきたい。ま

用して行う。定期的に確認テストを行い、集計して次の指導 ②ノートの点検 指導をさらに充実し
Ｂ

た，定期的に小テストをするなどして定着を図る。
題 へ生かす。 ③週１回以上補充学習の時間を確保する。 ていく。 ・読書や新聞等，活字に慣れ親しむことの習慣化を支援していくため，学級文庫や図書室の本を精選して揃えたり，読書量

②授業中・教室掲示を充実させ，言語環境を整える。 ④学習チェックシートの活用 ・学習チェックシート を増やす工夫を継続して行っていきたい。音読の機会を増やしていく。家庭での読書が増えるよう，保護者にも協力を依頼。
③学習に支援のいる児童への補充学習を充実させる。 の活用。 ・習熟の遅れのある児童への個別指導を継続していきたい。

（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 取組状況 達成状況

自分の考えや思いを相手に分かりや 目的に応じて，根拠や理由を明らかにし，自分の思いや 学校アンケートで 「自分の考えを説明す ・成果指標は，29. ・国語の読解力をつけるために，キーワードに線を引いたり，発問を工夫 ・学校アンケートの結果より，自分の考えを説明するのは
よ すく伝えようとする意欲は高まりつつあ 考えを進んで話したり書いたりすることができる。 るのは苦手である。文章を書くのは苦手で 9%で達成していな （理由や根拠を問う）をしたりしている。算数の思考力を高めるために，文 苦手な児童の割合は，２８．２％と成果指標２０％以下を達

る。 ある。」と解答した児童の割合を２０％以下 い。発表話形を活 章題を図や表で表し，解くスキルを身につくよう指導している。 成していない。文章を書くのは苦手な児童の割合は，成果
さ にする。 用して理由を付け ・図書や新聞等活字に親しませ作文や感想等書く活動を取り入れている。 指標２０％以下を２０．３％とほぼ達成している。

て発表する等指
具体的方策（教員の取組） 取組指標 導していく。 評価 次年度における改善事項

様々な学習場面での言語活動を通し ・長文読解のため
課 て，自分の考えを深め，相手や目的に応 ①授業の中で，自分の考えを述べたり，書いたりする機会を ①授業の中で，系統立てて解き方を絵や図で表し の速読・要約する ・グループ学習・ペア学習の時間を増やし，意見を交換することで，自分の意見を述べられるように力をつける。また，理由

じて，適切に話したり書いたりできる力を 多く設定する。（授業のめあて,振り返り，思考の過程もノート たり，説明したりする技能が身につくようそういう 力を育成してい や根拠に基づいて意見を説明できるよう助言する。
題 さらに伸ばす必要がある。また，筋道を に書く活動を取り入れる。） 機会を多く取り入れる。 く。 Ｂ ・応用問題（長文等）を解くために，速読の育成、また，条件付きの抜き書きや大切な言葉を見つけ要約するスキルも身につ

立てて思考し，表現することが不十分で ②図書や新聞などに親しませ，読書活動の充実を図る。 ②家庭での読書を励行する。 くよう指導していきたい。また，筋道を立てて考える思考力・表現力も，話形を示して，説明できるよう支援する。
ある。 ③日記や作文を書く機会を増やす。 ③興味や関心のあるテーマを設定して書かす。 ・授業のめあて・まとめ・振り返りを毎時間継続して取り組む。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況 具体的目標（めざす子供の姿） 成果指標 中間期の見直し 取組状況 達成状況

与えられた課題に対して，真面目に取 ①児童一人一人が自分の考えをもち，友達との考えと比較 ①学校アンケートで「友達の意見を聞き，自分の意見を ・成果指標の①も② ・話し合いの基本的スキルを身につけさせ，黒板やホワイトボー ・友達の意見を聞き，自分の意見を言うのが楽しい児童が
よ り組む児童が多い。 ・検討する過程で，考えを広げ深めることができる。 進んで言える。」の割合を７０％以上にする。 も90％以上で達成 ドやICT機器等を使用し話し合う機会を増やし，楽しんで協働的 ９０．０％で，成果指標７０％以上を達成している。また，問

②学習の準備がきちんとでき，家庭学習や苦手な課題につ ②「問題が解けないとき，あきらめないでいろいろと考え している。体験学習 に学び合えるよう取り組んだ。思考ツール等も活用した。 題が解けないとき，あきらめないでいろいろと考えている児
さ いても，自分から取り組むことができる。 ている。」（学校アンケート）の割合を９０％以上にする。 を取り入れ，相手意 ・家庭学習の手引きにそった家庭学習学年×１０分に取り組ませ， 童は，９２．８％で，成果指標９０％以上を達成している。だ

識を持って発表会を 優れた学習ノートを紹介するなど意欲を喚起するよう努めた。 が，一部，学習規律の低下が見られる。
する等主体的・対話

具体的方策（教員の取組） 取組指標 的に学び合えるよう 評価 次年度における改善事項
学年に応じて，家庭学習の時間を決め に引き続き指導を工

課 ているが，学年が進むにつれて，家庭学 ①児童の主体的な体験や活動を授業や学校生活全般に取 ①学校生活の中で，児童の意欲的な活動を 夫していく。 ・ホワイトボードやICT機器を使用し話し合う機会を増やし，楽しんで協働的に学び合えるようにし，教師がファシリテーターと
習の時間が確保できていない状況であ り入れる。（ＩＣＴ機器の活用やホワイトボードミーティング等） 賞賛する。 ・自主学習で要点を なり、教師対児童，児童対児童と話し合いが深まるように授業を構築していく。

題 る。また，自分から課題を見つけて取り ②「家庭学習の手引き」にそった家庭学習や苦手な課題に ②ノートやプリントの提出状況を把握し，個 まとめ，自分の考え Ａ ・体験活動を取り入れ，主体的・能動的な活動をする意欲が高まるよう工夫・改善していく。
組むことが苦手である。 根気よく取り組ませ，自主学習の仕方や，自主学習ノートの 別に指導助言する。 を書かせる。 ・学期ごとに学習チェックシートで確認し，基本的な学習規律を身につけさせることで，主体的に学習に取り組む素地

書き方などを例示する。 をつくることに重点を置いて取り組んでいく。また，プログラミング的思考力を養えるよう指導していきたい。

平成３１年度 学力向上ロードマップ
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